
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注１蚊劃する□には、レ印を記入してくださ',､。特定亭梁｣?『以外の平栗引けの方はし印の記入は不要です。

２「濫甲年度」とは計画期間の前年度を、「目tR年度」とは計画期間の斌終年度を、「報告年度」とは叶固期間のうち．今回側告の対象となる年度をいいまれ

３軍[癖啄鍵坦璽」半は露府内｡事業所等の蜂汚動②鐘のｴﾈﾙｷﾞ〒の使用に伴､爵生する廻蛮効果ｶﾞｽを.「Ca送車両排ｌｉｌ区分｣とI土自助中迎送中葉者についてIま使用の本拠の位皿を京都府内とする中岡の
排山する沮壷効果ｶﾞｽを､鉄迦亭東者については保有する貨物車両又は旅客巾阿の排出する沮竃効果ｶﾞｽを、「その他排出区分Jとは上妃以外の燕府丙Eおiﾁろ本業論ゐ韓活dbE律５７扇至福祷劇jk顕鐡く
います。

４１騨位当たり２垣寧効果密排出赴坤｣の｢用途区分｣には､。。工柤､事務所などの用途を妃入してくださし､ｂ「原111位の指IHI｣には､分子の｢二欧化』;t乗換算｣の下に分母となる指楓(生函数､､延べ床面積・
走行単薩等）を記入してください。

５「その他の地球沮吸化対庶による楓室効果ガスのｎＩ域丘等」のうち「森林の保全及び駐個」の「目楓年度（計画〕」梱には叶回期間中の日揮の累計を、「Ca告年度（実績）」欄には実級の累計を寵入してください。

６「特記事項」には．平成２年度（１９９０年座）を法叩とした排出且の対比や、省エネ製品間発など他窃の沮室効果ガス排出削滅への貫献・グリーン潮逮の採用、特定フロンなどの条例掴定外の楓宝効果ガスの､Ｉ城な
どをRa入してください。.

庄所〔法人にあっ
ては、主たる専務
所の所在地）

京都府福知山市長田野町２丁目66-3番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

日本ピラーエ業㈱福知山事業所執行役員福知山事業所長小林昭義

蕊業者の主たる

業種 工業用高機能部品製造販売

該当する率業者
要件 庭京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

痘

漏

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者
150両以上）

(大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））
計画期間 ﾆﾄﾉｺ児ｚｕ午４月～ユドリ刀（二コ午３月

基本方針

フ

事業活動と環境との調和を図るため、
減を目指す。

環境マネジメントシステムを砿立し、環境負荷を減らすための継続的な改善と汚染の防止に努め、１０％以上のCO2則

推進体制

福知山環境管理委員会を中心とし、ISO14001環境マネジメントプログラムの目標達成に向け、各部署において活動を展開する。

環境マネジメントシステム名称 ISO14001 2009年度福知山専業所環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

適用範囲 福知山事業所 福知山事業所
取得年月日 2002年9月

年度ごとの具体
的な取組及び槽
樋の状況

温室効果ガスの

排出趣等

年度 般傭、対象、エ程等

平成21年 工場製造部署

平成21年 工場製造部署

平成21年 エ場製造部署
￣￣ ̄￣弓

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

措睡内容

廼気．カスＰカソリン等のエネルギー使用趣を削減し平成20年度比原単位で1％削減する。

蝋蕊に配感した鰹鏥の開発及び般鰯の改造の推進

乗務用車両やアイドリングストップやエードライプの徹底

(19）年度
(二酸化Ahl泰換算）

目標年度（計画）

(22〕年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画〕

ママベロートと粟、づこ尼よＵ

(21）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(実績〕

3,216.0ｔ 3,152.0ｔ -2.0％ 3,297.9ｔ 2.5％ 

ｔ ｔ 船 ｔ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 船

＊Ⅱ 3,216.0ｔ *２3,152.0ｔ -2.0船 ＊４ 3,297.9ｔ 2.5% 

平成20年度下期から平成21年度上期にかけ予想以上の受注減少となったが、実排出壁と
平成20年に竣工した工場を平成21年度下期に－部稼動させた影響と推測される

しては減少せず若干増ｶﾛとなった。

原単位当
温室効果
出量等

用途区分 原単位の指標

蓬i塗
二酸化炭素換算

出荷高（億円）
二酸化炭素換翼

二酸化炭素換蕊

● 

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹滅率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実繊）

364.490t-co2／億円 357.200t-co2／億円 -2.0％ 527.660t-Co2／億円 44.8船

船 船

％ ％ 

平成20年度下期から平成２１年度上期にかけ予想以上の受注減少に伴い原単位が44.8％増ｶロ

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然ｴﾈﾙｷﾞｰを利用した趣力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ｶﾞｽ排出
量の削減効果分の購入

目標年度（計画）
取組、糠 (二酸化騨累換算）

(壁１日面菰） hａ 吸収低） ｔ 

(利用趾） Ⅱｎｏ Iﾘﾘ滅低） ｔ 

(宛はft） kwｈ 削滅Rb） ｔ 

(熱供給趾） GＪ ､Ｉ域、） ｔ 

(鯲入且） kwｈ 削減低） ｔ 

(購入丘） ｔ (11Ｉ城低） ［ 

＊Ｂｔ 

報告年圃 (実績〕
取組且弊 (二酸化嵐索換jH）

(益旧而嗣） hａ 吸収趾） ｔ 

(利用、） ｎｌＤ 削減趾） ｔ 

(寵勉赴） kwｈ H1滅肚） ｔ 

(熱供給且） GＪ ､Ｉ減盃） ｔ 

(鱒入趾） kwｈ ､Ｉ城５t） ｔ 

(廟入趾） ｔ (１$Ｉ域且） ｔ 

巾５ ｔ 

差引排出量

(排出合叶－１$ｌ域埣合計）

基準年度（実績）

＊I 3,216.0ｔ 

目標年度（計画）

(唖)-(輔）3,152,0ｔ

増減率（計画）

-2‘０％ 

報告年度（実績〉

〔輔)-(輻）3,297.9ｔ

増減率（実紙〕

2.5％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･構内周辺の美化作業を積極的に取組んでいる。
･ペットポトルキヤップのエーキャップ推進活動の開始ｂ

特記事項

ISO14001を鬮証取得し、CO2排出趣の削減の他に、①有害物質（有機溶剤等〉の使用盆の削減②法的要求事項の順守③廃棄物の削減及びリサイクル推
進によるリサイクル率の向上④新規設備導入時の環境配慮方股備の導入⑤従業員及び派遣、鯖負社員への環境教育⑥地域美化活動の実施に取り組ん
でいる。


